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　　　　千代田区観光協会
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※主催は各マルシェ毎異なる 〔Terraceマルシェ＠たまプラーザ〕 (後援)隅田川ルネサンス推進協議会
〔ワテラスマルシェ＠淡路町〕 〔かもめマルシェ＠横浜〕 (協力)勝どき・豊海連合町会
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〔KITTE前地下広場マルシェ＠KITTE前〕
　　(主催)一般社団法人マルシェ・マーケット研究所

一般社団法人マルシェ・マーケット研究所より引用
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 　ライフスタイルにおける健康意識の高まりにより、野菜摂取割合が増加する中、昨今注目されているのが都心
部で開催されている野菜・果物の直販所（産直市）、『都市型マルシェ』だ（『都市型マルシェ』は “都心部で月 2
回以上開催されるマルシェまたはファーマーズマーケット” とここでは定義する）。無機質な都市空間の中で、み
ずみずしい旬の野菜や地方の名産が色鮮やかに並び、見ているだけでも楽しく面白い。本レポートでは『都市型マ
ルシェ』の魅力について、深堀していきたい。

　地方における直販所と比べ、都心部でのマルシェ開催には大きな
ハードルがある。立地調整やハードのイニシャルコストが重く、運
営方法、収益性などを相対的に検討すると、運営を効率よくまわせ
るまで、コストと時間がかかっていた。これに対して2009年7月に、
農林水産省より仮設型直売システム普及事業（マルシェ・ジャポン・
プロジェクト）の支援が始まり、全国８都市でマルシェが広がるよ
うになった。
　首都圏においていえるのは、代表的な『都市型マルシェ』はすべ
て2009年以降に始まっており（表１、2）、その他のマルシェも国
や区の支援とともに、ようやく軌道に乗ってきているといえる。

　2010年より始まった農林水産省が推進する「６次産業化」。
給付金も設けられるなど、国全体での支援を掲げている。生産・
加工・販売までを一貫して行うことで「1次産業×2次産業
×3次産業＝6次産業」という足し算以上の効果が期待できる
とした考え方である。
　6次産業ビジネスは『都市型マルシェ』出店者にもあては
まる。しかし、さらなる効果が期待できると一般社団法人マ
ルシェ・マーケット研究所はいう。(表３)のように単純に「生
産・加工・販売の一貫性＝6次」の収益の向上効果だけではなく、
例えば1次産業が3次産業（マルシェ）に出店してお客様の
声やニーズを直接聞くことで農産物の価値・提案方法が学べ
る、２次産業（食品事業者）との交流から新商品開発などの
アイデアを学ぶ、コラボが生まれる。競合の存在を意識する
ことで切磋琢磨が生まれるなど、「生産・加工・販売の一貫性
＝6次」以上に相互的かつ複合的に作用し合い、相乗効果が
生みだされる『場』となっているのだ。

　スーパーの青果コーナーにも生産者の顔が見える安心感か
ら、表示に「○○県の△△さんちのトマト」などの表示が増
えている。生産地、生産者によって味にも価格にも納得して
購入できるからだ。『都市型マルシェ』は、ダイレクトに生産

者と会話ができるため、生産地、生産者だけでなく、野菜育成過
程やこだわりなどスーパーの表示からはわからない背景を知る。
「旬の食材はなんなのか」「どんな人がどんな想いで作っているの
か」「おすすめの食べ方はなんなのか」など、野菜を買うこと、
作ること、食べることをもっと意識的に、「ジブンごと」として
捉えることができる。良い気分を持続したまま家に帰ることで、
野菜を調理する面倒くささから一気に気持ちが逆転し、「作る楽
しさ、食べる楽しさ、そして健康促進」という３拍子が整うのだ。
　

■『都市型マルシェ』の魅力

■『都市型マルシェ』の広がり

■６次産業化と『都市型マルシェ』

■気持ちのシフトチェンジ

■イベントが日常へ

　新鮮な野菜が手に入る「マルシェ」はフランス語で「市場」という意味。日本における「マルシェ」や「ファーマーズマーケッ
ト」は、新鮮な野菜が手に入るだけでなく、中間卸業者が介在しない分、割安である。さらに作り手（農家）と買い手が１対
１で直接つながることができるのも大きな魅力だ。作り手の声を直接聞くことができ、野菜の背景（生産過程）を知ることで
食べ方にも変化が生じる。農家にとっても、エンドユーザーの顔を見ながら直接販売できることで、両者にとって相乗効果が
発揮される。

首都圏内『都市型マルシェ』の詳細/レゾナンス・ラボ作成

（表２）首都圏内『都市型マルシェ』詳細

（表１）

（表3）マルシェの６次産業以上の効果について
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【6次産業化とは】

農林漁業の6次産業化とは、1次産業としての農林漁業と、2次産業としての製造業、

3次産業としての小売業等の事業との総合的かつ一体的な推進を図り、農山漁村

の豊かな地域資源を活用した新たな付加価値を生み出す取組です。これにより農

山漁村の所得の向上や雇用の確保を目指しています。（農林水産省ＨＰより）

※１

※１)マルシェ・ジャポン・プロジェクトは、2009 年 11 月の事業仕分けにより廃止となったがマルシェは継続して開催されいる

　株式会社ルミネが2018年4月から開始した「ルミネアグリプ
ロジェクト」の柱となる「ルミネアグリマルシェ」は、他のマル
シェにはない特徴＝「毎日開催」を目指しているという。海外の
マルシェのように毎日開催するからこそ、生活の一部にマルシェ
が入り込む。心豊かな「ライフバリュープレゼンター」を企業理
念に掲げる株式会社ルミネだからこそ、都心部でも、「今日はマ
ルシェに寄って帰ろう」という生活が実現できるのだ。
（次ページに詳細を掲載したい。）

URL: http://www.semba1008.co.jp/
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■㈱ルミネの新規事業『ルミネアグリプロジェクト』 ■「ルミネアグリマルシェ」の魅力

まずは、好立地であること。通勤やお
出かけで通る場所で開催する。

PR用のタブロイド紙。表面には、鮮やかな野菜とフルー
ツ柄を。裏面には、マルシェの情報を記載。

新聞紙には、防腐効果もある。持って帰ってそのまま冷
蔵庫へしまうのもOK。

ディスプレイの演出用に、敷いたり、巻いたりとマルシェ
のブランディングにも使用。

ビニール袋を提げて電車で帰るのは少し恥ずかしいけれど、オ
リジナルタブロイド紙で包んだものならそのままカバンに in.

仕事帰りの女性にやさしく 20 時まで
営業だ。

会話を通して売られている野菜や果物ス
トーリーを聞き、食を見直すきっかけに。

■まとめ

　ルミネアグリプロジェクトの活動として、2018 年 4月 6日から 5月 6

日まで１ヶ月間毎日開催の『ルミネアグリマルシェ』がスタートした。JR

新宿駅新南口を出たスイカのペンギン広場という好立地に、黄色をキーカ

ラーに展開。都心部で働く女性に向けたアイデアがつまったマルシェだ。

　イベントから広がるマーケットの動きが、

やがて日常化していくように、マルシェで旬

の野菜を買って、キブンを上向きにチェンジ

することが日常へ定着する兆しを感じた。

　当社が入居するオフィスビル（シーバンス）

の商業エリアに今月、「旬八青果店」がオープ

ンした。直販所のような形態で、2013 年か

ら 11店舗まで都内拡大している八百屋ベン

チャーだ。野菜だけでなく、お弁当なども取

り扱い、ランチでのお弁当需要、帰り道での

購入需要を取り入れ、無機質なオフィスビル

内に彩りを添え、利用者にもちょうど使い勝

手がよい。お野菜は鮮度が大切。ちょっと寄

ってさっと購入して帰るような生活へのシフ

トチェンジがここでも広がりをみせている。

１：【３つの特徴】

２：【オリジナルタブロイド紙の製作】

ールミネは、文学やアート作品だけでなく、生活をより豊かにするすべてを “カルチャー” だと考えています。今回新たに、

日常に彩りを添え、暮らしの価値（ライフバリュー）を高める “食のカルチャー” を、お客さまと、農業生産者と共につく

りたいという思いから、「ルミネアグリプロジェクト」をスタートいたします。お客様と生産者の双方のライフバリュー向

上のためにまずは２つの活動の実施します。（１）マルシェの開催（２）農業体験ツアー。今後の展望として〔コミュニケー

ションのシナジー効果で農業の価値向上〕〔国際的な信頼の証「GLOBALG.A.P. 認証」取得をめざす〕〔農業について楽しく

考える「農業×○○」のイベントを実施〕などを進める予定。（2018 年 3月 29 日付 ㈱ルミネ プレスリリースより抜粋）ー

包装紙広告

ディス
プレイ

通勤
にも

　既に “カットされた野菜” を買うことが多いが、
野菜への関心が低いわけではない。野菜は大好き
だし、新鮮で美味しい野菜を食べたいと思っては
いる。だからこそ積極的にカット野菜を選んでい
るという現実がある。自炊頻度が毎日ではない家
庭にとって、使う日に使う分だけ買うことができ
るカット野菜の方が、使いかけで冷蔵庫に眠らせ
ていた野菜よりも新鮮だからだ。とはいえ、マル
シェの色鮮やかで、より新鮮な野菜はおいしそう
でついつい食指が動いてしまう。丸ごと食べられ
るトマトくらいは買うかもなぁ。

野菜は買った日に
食べきりたい
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